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警備業務とは
【台本】「警備業務とは」の深掘り解説
「では資料の一番最初にある『警備業務とは何か』という、私たちの仕事の根幹についてお話しします。
ここをただ丸暗記するのではなく、その『本当の意味』をしっかり頭に入れてください。 
資料にはこう書かれています。 
『警備業務とは、他人の需要に応じて、人の生命、身体、財産等に対する侵害の発生を警戒し、防止する業務である』 
少しお堅い法律のような言葉なので、もっと分かりやすく、私たちの日常の言葉に直していきますね。
まず、ここにある『他人の需要に応じて』という言葉。
これは一言でいうと、『誰かから“あなたたちプロの力で守ってほしい”と、心から頼まれて行う仕事である』ということです。 
例えば、道路の工事現場をイメージしてください。
もし警備員が誰もいなかったら、大きなトラックがバックしてきても気づかないし、一般の歩行者や車がいつ突っ込んでくるか分からなくて、大事故が起きてしまいますよね。
だから、現場の監督さんや事業主さんは、『自分たちだけでは安全を守りきれないから、ぜひプロである警備会社の力を貸してほしい！』と、私たちに依頼をしてくるわけです。
このように、誰かから『助けてほしい、守ってほしい』という依頼を受けて、私たちは現場に向かいます。
そして、人々の命や、ケガのない身体、そして大切な建物や車といった財産を、事件や事故（侵害）から『未然に防ぐ』ために働く。
そうして安全を提供した対価として、報酬をいただく。
これが、私たちがこれから行う『警備業』という仕事の本当の意味です。 
ここで皆さんに絶対に忘れないでほしいのは、私たちはボランティアで立っているのではない、ということです。
お金を払ってでも守ってほしいという『お客様の強い期待』を背負って立っています。
ですから、現場でポケットに手を入れて立っていたり、スマホをいじっていたり、だらしない態度をとることは絶対に許されません。
なぜなら、それはお客様の期待を裏切るだけでなく、誰かの命や財産を危険にさらすことに直結するからです。 
『自分がここに立つことで、今日、誰かの命と現場の安全が守られているんだ』という強い誇りと責任感を持って、これからの研修、そして実際の現場に臨んでください」

警備業務の歴史
【台本】「警備業務の歴史」の解説
「続いて、私たちが働く『警備業の歴史』についてお話しします。私たちが今、こうして当たり前のように制服を着て街を守れているのには、これまでの先輩たちが築いてきた確かな歩みがあります。 
日本の警備業が、世間から『これはすごい仕事だ、なくてはならないものだ』と広く認められるようになった大きなきっかけは、昭和39年に開催された東京オリンピックでした。
この時、世界中から集まったアスリートたちが暮らす『選手村』の警備を日本の警備会社が任され、見事にやり遂げたことで、その存在が世の中に一気に知れ渡ることになりました。 
その後、日本は高度経済成長期を迎えます。
企業がどんどん大きくなる一方で、人手不足や効率化が叫ばれるようになり、警備のプロへのニーズが爆発的に増えていきました。
お店や工場を守る施設警備だけでなく、皆さんがこれから行く工事現場での交通誘導、さらには現金輸送車の警備やボディガードなど、様々な分野で警備業は急速に大きく強くなっていきました。 
さらに時代が進むと、ただ人が立って見張りをするだけでなく、最先端のセンサーやカメラといった『エレクトロニクス技術』を取り入れた機械警備もぐっと進化しました。
これによって、警備の質も量も格段にパワーアップし、今では国民の皆さんの防犯や防災を支える『安全産業』として、日本社会全体になくてはならないものとして定着しています。 
では、これからの未来はどうでしょうか？ 社会がどんどん複雑になり、情報化が進む中で、人々の『安全に対する意識』はこれまで以上に高まっています。
それに伴って、私たちは空港や原子力発電所といった、国の重要な施設の安全を守るような、より高度で多様な業務も任されるようになり、今も発展を続けています。 
今の世の中、都市化が進んだことで、ご近所付き合いや地域の繋がりが薄くなり、昔に比べて地域全体の防犯力が下がってきていると言われています。
そんな中で、社会全体の安全をがっちり底上げし、犯罪を未然に防ぐために、私たち警備業が果たすべき役割は、これから先、ますます重要になっていきます。 
皆さんがこれから立つ現場は、この大きな歴史と、社会からの大きな期待の延長線上にあるということを、ぜひ頭の片隅に置いておいてください」






警備業務に従事する警備員の使命と心構え
【台本】「警備員の使命と心構え」の深掘り解説
「さあ、ここからは、これから皆さんが制服に袖を通して現場に立つ上で、絶対に胸に刻んでおいてほしい『警備員の使命と心構え』についてお話しします。
ここは本当に大切ですから、少し時間をかけてじっくりお伝えさせてくださいね。 
まず、資料にはこうあります。 
『警備業務は、人の生命、身体、財産等を守るという国民生活の安全に極めて関係の深い業務です』と。 
これはどういうことかというと、私たちが日々行う誘導や見張りという仕事は、一般の市民の皆さんが毎日を安心して、当たり前に暮らすための『安全の土台』そのものなんだ、ということです。 
例えば、皆さんがこれから配置される交通誘導の現場を想像してみてください。
もし皆さんがそこで、ちょっとした油断から間違った合図を出してしまったらどうなるでしょう。
車と車が衝突したり、歩行者のおばあちゃんや小さな子どもが巻き込まれるような、取り返しのつかない大事故に直結してしまいますよね。 
つまり、私たちの仕事は『直接的にも、間接的にも、街を行き交う一般の方々や、仕事を依頼してくれた契約先（現場）の安全』を守っているんです。
ひいては、日本という国全体の『公共の安全と秩序』を維持することに繋がっている。
これほどまでに社会的な重要性と、目に見えない大きな責任を持っているのが、警備員という仕事なんです。 
ですから、私たち警備員は、まず自分たちがどれほど大きな『社会的使命』を背負っているのかを、正しく、そして深く認識しなければいけません。 
『ただ立っていれば給料がもらえる、楽なアルバイトだ』なんて気持ちでは、絶対に現場に立ってはいけないんです。
私たちのたった一瞬の気の緩みが、誰かの尊い命を奪うかもしれない。
そのくらいの緊張感と、現場で事故を絶対に起こさない、未然に防ぐんだという強い責任感（責務）を持ってほしいのです。 
そのために、これからの研修で、誘導の技術や法律といった『専門的な知識や技術』をしっかり学び、磨き続けていくのはプロとして当然のことです。
しかし、それだけでは一流の警備員とは言えません。 
資料には『人格の陶冶（とうや）にも努める必要がある』という、少し難しい言葉が書かれていますね。
『人格の陶冶』というのは、簡単に言うと『人間性を磨き、立派な人柄になるよう自分を鍛える』ということです。 
現場に行くと、色々なドライバーや通行人がいます。
中には、工事で足止めされてイライラしている人もいるでしょう。
そんな時に、こちらまで不機嫌そうな態度をとったり、乱暴な言葉遣いをしてしまったらどうなるでしょうか。
一発で大トラブルに発展してしまいますよね。
だからこそ、私たちには、どんな状況でも冷静でいられる強い心、相手の立場に立てる思いやり、そして誠実でハキハキとした態度といった、優れた『人間性』が求められるのです。 
知識や技術を身につけること。そして、それに見合うだけの立派な人間性を磨くこと。
この２つが揃って初めて、周囲から信頼され、安心して街の安全を任せてもらえる本物の警備員になれるのです。 
これから皆さんが仕事に臨むにあたっては、今お話ししたプロとしてのプライド、そして『誰かの命を預かっているんだ』という強い心構えを、常に忘れないでくださいね」


事故に対する心構え
【台本】「事故に対する心構え」の深掘り解説
「次に、資料にある『事故に対する心構え』という項目を見てください。
ここは、皆さんが明日現場に立ったその瞬間から、毎秒意識し続けなければいけない、極めて実践的な内容です。 
資料にはこう書かれています。 
『警備業務は、特定の委託者から依頼を受けて行うものですが、警備の対象となる場所には、不特定多数の人が行き交ったり利用したりする場合も多く、社会全般の安全を守るという意識が必要です』と。 
私たちは、工事現場の監督さんや、イベントの主催者といった『特定のお客様（委託者）』からお金をいただいて仕事をします。
しかし、私たちが実際に守る現場の目の前には、お買い物に行く途中の一般の方、通学中の小学生、お仕事を急いでいるドライバーなど、本当に『不特定多数の、何の関係もない一般の皆さん』が毎日たくさん行き交っていますよね。 
ですから、私たちは『お金をくれたお客様のエリアだけを見ていればいい』という狭い考え方をしてはいけません。
『この現場を通る、街の人全員の命と安全を自分が守っているんだ』という、社会全般に対する広い視野と責任感を常に持ってほしいのです。 
そして、次の文章は少し衝撃的かもしれませんが、とても重要なことが書かれています。 
『配置された現場でテロによる爆破等の事故や重大事件が発生してしまうとすると、単に契約先だけの問題にとどまらず、社会問題として、国民の批判にさらされる可能性も十分あるのだということを忘れてはいけません』。 
『えっ、交通誘導なのにテロとか大げさな……』と思うかもしれません。
しかし、近年ニュースなどで目にする通り、不特定多数の人が集まる場所や、街の道路というのは、いつ、どんな重大事件や予測不能な大事故、あるいは悪質な犯罪に巻き込まれるか分かりません。 
もし、皆さんが立っている現場で重大な事故が発生したとき、もし私たちの誘導がずさんだったり、居眠りをしていたり、適切な対応ができなかったらどうなるでしょうか。
『あの現場の警備員は何をやっていたんだ！』と、テレビやネット、ニュースで実名や会社名が報じられ、日本中（国民）から激しい批判を浴びることになります。
依頼してくれた工事会社さんも営業停止に追い込まれるかもしれません。
それくらい、私たちが現場に立つということは、会社の看板だけでなく、社会的な大問題を左右する立場にあるのだという緊張感を持ってください。 
だからこそ、日頃からの準備が命になります。
 資料にある通り、警備員は自分の誘導業務に精通することは当たり前です。それに加えて、『平素から、ここで起こり得る最悪の事故をあらかじめ頭の中で想定しておくこと』がめちゃくちゃ大切になります。 
現場に立ったら、ただぼーっと突っ立っているのではなく、
『今、もしあそこの車が暴走して突っ込んできたらどう避けるか？』
『あそこの歩行者が急に倒れたら、まずどこに連絡するか？』
『もしここで事故が起きたら、後続車をどうやって安全に止めようか？』と、常に頭の中でシミュレーション（想定）をして、とるべき行動のイメージ（措置）を頭の中に用意しておいてください。
この『事前の想定』があるかないかで、いざという時の動きのスピードが10倍変わります。 
最後に、【これだけは絶対に、絶対に破ってはならない鉄則】をお伝えします。 資料の最後の一文です。 
『事故発生に際しては、いたずらに自分だけで処理しようとしないで、必要な措置を講じた後、速やかにその状況と自己の取った措置を上司に報告するようにしましょう』。 
現場で万が一、車が接触した、歩行者が転んだ、といった事故やトラブルが起きてしまったとき、新人の皆さんは焦ってパニックになると思います。
『自分のせいでおおごとになったらどうしよう……』と怖くなって、その場にいるドライバー同士の『いいよいいよ、大したことないから警察呼ばなくて』という言葉に流されて、自分一人で話を収めてしまう、これが一番恐ろしいNG行動です。
後から『やっぱりムチ打ちになった』『車に傷がついていた』と大揉めになり、取り返しのつかない事態になります。 
事故が起きたら、まずは二次災害を防ぐために車を止めたり、ケガ人を安全な場所に救護するといった『目の前の必要な措置』を最優先で行います。
それが済んだら、絶対に自分一人で解決しようとせず、１秒でも早く、私や会社の連絡先に『こういう事故が起きて、今こう対応しました！』と速やかに報告してください。 
私たち会社や先輩は、皆さんの盾になるためにいます。
速やかに報告さえしてくれれば、指導教育責任者である私をはじめ、会社が組織として全力であなたを守り、適切な事後処理を行います。
『想定外をなくすために常に考えること』、そして『トラブルが起きたら絶対に一人で抱え込まず、すぐに報告すること』。この２つを、自分の身を守るためにも必ず守ると、私と約束してください」


機密の保持
【台本】「機密の保持」の深掘り解説
「続いて、資料の『機密の保持』という非常に重要なルールについてお話しします。
ここは、皆さんの何気ない一言や、スマートフォンの使い方が、会社やお客様を破滅させてしまうかもしれない、現代において特に厳しく管理されている項目です。 
資料にはこう書かれています。 
『警備員は、その業務の性格上、企業や個人の様々な情報を得る機会が多いものです』と。 
皆さんはこれから現場に赴き、そこで一日中、人や車の出入りを見守ることになります。
一見、ただ道路に立っているだけのように思えるかもしれませんが、実は、その場所で働いているだけで、ものすごくたくさんの『企業の秘密』や『個人のプライベートな情報』が自然と目や耳に入ってくるんです。 
例えば、施設やオフィスの工事であれば、『あそこの会社は今、何の工事をしていて、どんな機材を運び込んでいるのか』が分かります。
有名人の自宅近くや、大手企業の社長さんが通うような場所の近くであれば、『何時に、誰が、どんな車で、誰と一緒にそこを通ったのか』というスケジュールが丸分かりになってしまいます。 
これらはすべて、普通に生活していたら絶対に知り得ない、その現場に立っている警備員だからこそ手に入る、重大な『機密情報』なんです。 
そして、次の文章をしっかり聞いてください。 
『万一その情報が外部に漏れた場合には、当該企業や個人に重大な損害を与えることにもなりかねない、法令違反に問われる場合もあります』。 
もし、皆さんが現場で知り得た情報を、仕事が終わった後に居酒屋で友達に『今日さ、あの現場でこんなことがあってさ、あの有名人が乗った車が通り過ぎてさ……』とペラペラ喋ってしまったらどうなるでしょうか。
それがもし、悪意のある人に聞かれていたら、ストーカー被害や空き巣、あるいは企業のデータを狙う犯罪に悪用されてしまうかもしれません。
そうなれば、その企業や個人の方に、お金では解決できないような『重大な損害』を与えてしまいますよね。 
さらに、ここ数年で一番多いトラブルが【SNSへの投稿】です。
『今日も工事現場で警備がんばった！』と、現場の様子が写った写真や動画を、何気なく個人のSNSにアップしてしまう新人が後を絶ちません。
『写真くらい、いいじゃないか』と思うかもしれませんが、写真の背景に写り込んだ建物や看板、図面などから、『この会社は今、防犯上の弱点になるような工事をしているな』ということが犯罪者に筒抜けになってしまうリスクがあるんです。
万が一、皆さんの情報漏洩が原因でお客様に損害が出た場合、単に『ごめんなさい、クビになります』では済みません。会社が損害賠償を請求されるだけでなく、皆さん個人も法律のペナルティ、つまり『法令違反』として厳しい責任を追及されることになります。 
だからこそ、資料の最後にあるこのルールを徹底してください。 
『警備員は機密の保持には十分留意するとともに、業務上知り得た事項を職務遂行上必要な範囲以外に漏らさないようにしなければなりません』。 
『職務遂行上、必要な範囲』というのは、例えば現場で不審な動きを見つけたときに、私や現場の責任者、あるいは警察に『〇〇という車が、何時何分にここを通りました』と報告することです。
これは仕事ですから、当然お互いに共有しなければいけません。 
しかし、それ以外の場所、つまり家族であっても、親しい友人であっても、SNSのフォロワーであっても、仕事で見たこと、聞いたことは『絶対に、一言も喋らない、書かない、載せない』。 
『現場で見たことは、その現場に置いて帰る。一歩現場を出たら、自分は何も知らない人間になる』。
プロとしての信頼を守るため、そして何より皆さん自身の身を守るためにも、この『機密保持』の鉄則を、今日から徹底していきましょう」


職責の完遂
【台本】「職責の完遂」の深掘り解説
「次に、資料にある『職責の完遂（しょくせきのかんすい）』という項目に進みます。
文字だけ見ると少し難しく感じるかもしれませんが、要するに『自分が任された仕事は、最後まで絶対に責任を持ってやり遂げよう』ということです。 
資料にはこう書かれています。
 『警備員は、職務の重要性を十分に認識するとともに知識、能力の向上を目指すのはもちろん、職務上のどんな些細なことであっても放置することなく、責任を持って処理するということが大切です』と。 
私たちが現場で行う仕事の一つひとつには、すべて意味があります。
これから現場に入って少し仕事に慣れてくると、人間どうしても『これくらい、わざわざやらなくてもいいや』とか、『誰も見ていないから、ちょっと手を抜いちゃおう』という甘えや油断が出てしまうことがあります。 
例えば、工事現場の端っこにあるカラーコーンが、風で少しだけズレていたとします。
『まあ、数センチずれてるだけだし、直さなくても車は通れるから放置でいっか』と見逃してしまう。
これが、実は一番恐ろしいNG行動なんです。
そのズレたわずか数センチの隙間に、夜間、一般の自転車が引っかかって転倒して大ケガをしたらどうなるでしょうか。『あの時、ちゃんと直しておけばよかった』と後悔しても遅いですよね。
プロの警備員というのは、そういう『どんな些細なこと』であっても、絶対に見て見ぬ振りをしたり、放置したりしません。
気づいたらその場ですぐに直す。判断に迷う小さなトラブルがあれば、自分で勝手に判断して終わらせずに、きちんと上司や現場の責任者に確認して処理する。
その積み重ねが、誰かの命や現場の安全を守ることに直結しているんです。
もちろん、そのために日頃から誘導の知識や自分の能力を高める努力を続けることも、プロとしての大切な職責です。 
そして、次の文章をしっかり聞いてください。 
『警備員にとって必要なのは信頼感です。信頼できない警備員や警備会社に仕事を任せることは出来ません』。 
皆さんに質問ですが、もし皆さんが大事な家やお店の鍵を誰かに預けるとしたら、どんな人に預けたいですか？ 挨拶もダラダラしていて、仕事も適当そうな人には、絶対に怖くて預けられないですよね。
私たち警備員も全く同じです。
お客様は、私たちを『信頼』して、何千万、何億円もする建物や現場の安全、そしてそこで働く人たちの命を託してくれています。
もし、現場にいる警備員がたった一人でもサボっていたり、些細な仕事を適当にこなしていたりしたら、その瞬間に『あの警備会社は信用できない。もう明日から来なくていいよ』と、一発で契約を切られてしまいます。
信頼を失うのは一瞬ですが、取り戻すのには何年もかかるんです。 
だからこそ、資料の最後にあるこの言葉が重みを持ってきます。 
『日々の仕事に真面目に責任をもってこなしていく事で、信頼を勝ち取って契約先が安心して自分の建物の安全を託せるような環境を作ることに努めましょう』。 
お客様からの『信頼』というのは、一朝一夕でできる簡単なものではありません。 
毎日、決められた時間に遅れずに現場に行く。
毎日、ピシッとした制服で、明るく元気な挨拶をする。 
毎日、どんなに小さなゴミや危険の芽も見逃さず、責任を持って真面目に処理する。 
こうした、誰もが見落としてしまいそうな『当たり前のこと』を、毎日泥臭く、100％完璧に積み重ねていくこと。
これだけが、お客様に『あなたたちがいてくれるから、今日も安心して工事ができるよ、安全が守られているよ』と言っていただける、唯一の道なんです。 
新人の皆さんが現場に出たら、まずは『目の前の小さな仕事を、絶対に投げ出さずにやり遂げること』から始めてください。
皆さんのその真面目な姿勢が、会社の信頼になり、巡り巡って皆さん自身の安全と誇りを守る盾になります。一緒に、お客様から100％信頼されるプロの警備員を目指していきましょう


規律の保持
【台本】「規律の保持」の深掘り解説
それでは、資料にある『規律の保持（きりつのほじ）』という項目に進みましょう。
『規律』と聞くと、なんだか学校の校則や、軍隊のような厳しいルールをイメージして、少し身構えてしまうかもしれませんね。
しかし、私たちがこの規律を重んじるのには、とても深い理由があります。 
資料の最初の文章を見てください。 
『人の生命、身体、財産等の安全を守る警備業務に従事する警備員に対しては、契約先はもちろん、社会一般も極めて大きな期待を寄せています』。 
ここがすべての出発点です。先ほどから何度も皆さんに、私たちの仕事は誰かの命や財産を守る尊い仕事だ、とお伝えしてきましたよね。
だからこそ、仕事を依頼してくれた現場の会社（契約先）だけでなく、街を歩いている一般の市民の皆さん（社会一般）も、私たち警備員に対して『この人たちは、いざという時に自分たちを守ってくれる、頼りになるプロだ』という、極めて大きな期待と信頼の目を向けているのです。 
皆さんも、街中で制服を着た警備員を見かけたとき、無意識のうちに『ちゃんとした人だろう』『何かあれば助けてくれるだろう』と思いませんか？ 
その『社会からの大きな期待』を、今度は皆さんが背負う番になります。 
では、その期待に応えるために、私たちはどう行動すればいいのでしょうか。
次の文章に、その答えがすべて書かれています。
『警備員は、このような期待に応えるため、警備員として必要な専門的知識、能力の習得に努めるとともに、豊かな良識と誠実な人柄を身につけ、常に清潔で端正な服装、明快で節度ある態度を持って行動するようにしましょう』。 
プロとして、現場の誘導技術や知識を磨くのは当然の義務です。
しかし、それと同時に求められるのが、『豊かな良識』と『誠実な人柄』、つまり一人の人間としてのモラルやマナーです。 
現場に立つと、本当にたくさんの人があなたを見ています。
もし皆さんが現場の隅っこで、猫背になってポケットに手を入れ、ガムをクチャクチャ噛みながら、だらしない態度で立っていたらどう思うでしょうか。
通りかかった一般の人は、『あんなやる気のない警備員が守っている現場は、危なくて通りたくないな』と不安になりますよね。これでは、社会の期待を裏切るどころか、恐怖や不信感を与えてしまいます。
だからこそ、私たちは『常に清潔で端正な服装』、そして『明快で節度ある態度』を徹底しなければいけないのです。 
『明快で節度ある態度』というのは、具体的に言うと、
· 誰に対しても、お腹から声を出すハキハキとした挨拶や誘導を行うこと
· 丁寧な言葉遣いを徹底し、横柄な態度は絶対に取らないこと
· たとえ相手が無理な要求をしてきても、感情的にならず冷静に対応すること
こうした『節度』を守った行動ができる人こそが、本当に規律が保たれた、一流の警備員と言えます。 
皆さんがこれから身につける制服は、ただの作業着ではありません。
社会の安全を守るプロの証であり、信頼のシンボルです。現場に一歩足を踏み入れたら、周囲から『さすがプロの警備員だ、あそこなら安心して通れる、任せられる』と思ってもらえるよう、服装も心構えも、常にビシッと規律を正して臨んでいきましょう。


服装と身だしなみ
【台本】「服装と身だしなみ」の深掘り解説
さあ、皆さん。続いては非常に身近でありながら、現場の安全を180度左右する『服装と身だしなみ』についてお話しします。 
資料にはこう書かれています。 『警備員の服装と身だしなみは、契約先だけでなく、そこを利用する一般の人たちの注意を非常に引きます』と。 
皆さんにまず知っておいてほしいのは、街中において、私たちが着る『警備員の制服』というのは、皆さんが思っている以上にものすごく目立つということです。
工事現場の近くを通りかかる一般の歩行者やドライバーは、無意識のうちに必ず『あ、あそこに警備員がいるな』と、私たちのことを見ています。 
つまり、現場に立っている間、皆さんは常に『周囲のすべての人から注目されている』という意識を持たなければいけません。 
では、なぜそこまで見られるのか。次の文章がその理由です。 
『服装と身だしなみが整っているかどうかが、警備員としての信頼感を得られるかどうかに関して非常に重要な要素と言えます。また犯罪を犯そうとしている人に対しては、無言の警告を与えることができます』 
例えば、帽子をまっすぐかぶり、シャツのボタンを上まで留め、ネクタイをピシッと締め、靴まで綺麗に磨かれている警備員が立っていたとします。
それを見た人はどう思うでしょうか。
『あ、この現場はしっかりしているな。誘導もしっかりやってくれそうだな』と、一目で大きな『信頼感』を抱いてくれますよね。 
さらに、身だしなみが完璧な警備員というのは、悪いことを企んでいる犯罪者や、現場のルールを無視しようとする悪質なドライバーに対して、言葉を使わずに『俺たちの目はごまかせないぞ』『ここでは勝手な行動は許さないぞ』という『無言の警告』を突きつけることができるんです。
つまり、服装をピシッと整えること自体が、事件や事故を未然に防ぐ『最初の警備』そのものになるわけです。 
しかし、もしその逆だったらどうなるでしょうか。
資料には、こうあります。
『服装や身だしなみが悪い警備員の場合は上記のような効果を十分に得ることが出来ません。それどころか、警備員自身や警備会社の信頼低下はもちろんのこと、依頼している会社の信頼低下にもつながりかねないということを肝に銘じておく必要があります』。 
もし皆さんが、帽子を適当にかぶり、シャツの裾をズボンからだらしなくはみ出させ、靴を踏んづけて立っていたらどうでしょう。 
信頼感や無言の警告なんて、完全にゼロです。
それどころか、犯罪者からは『あいつは適当だから、あそこから忍び込めるな』と狙われますし、ドライバーからも『あんなだらしない奴の誘導なんて無視して突っ込んじゃえ』と、舐められてしまいます。 
そして何より恐ろしいのは、そのだらしない姿を見た一般の人がどう思うかです。 
『あの警備員、本当にひどいな（警備員自身の信頼低下）』 
『あんな警備員を現場に立たせている警備会社は一体どうなっているんだ（会社の信頼低下）』
『そして、そんな適当な警備会社に仕事を任せている、この工事会社も信用できないな（依頼主の信頼低下）』 
このように、皆さんのたった一人の身だしなみの乱れが、ドミノ倒しのように、会社、そして汗水垂らして働いている工事現場の監督さんたちの信頼まで、一瞬で叩き落としてしまう（信頼低下につながりかねない）リスクがあるのです。
この恐ろしさを、ぜひ全員が『肝に銘じて』おいてください。 
ですから、資料の最後にあるこの結びの言葉がとても重要になります。 
『したがって、警備員はこのことを十分自覚して、平素から端正な服装の保持を心掛けることが肝要なのです』。 
『誰も見ていないからいいや』ではなく、誰も見ていなくても、家を出るときから、休憩中であっても、常に『自分は会社の看板を背負い、現場の信頼を背負っているんだ』ということを十分に自覚してください。
そして、いつでも、誰に見られても恥ずかしくない『端正な服装』をキープする習慣を、今日から徹底していきましょう。


遺失物の取り扱い基本ルール
【台本】「遺失物の取り扱い基本ルール」の深掘り解説
では皆さん、次は現場で本当によく遭遇する『遺失物（落とし物）の取り扱い基本ルール』についてお話しします。 
現場に立っていると、お財布やスマートフォン、カギなどの落とし物を皆さんが自分で見つけたり、あるいは歩行者の方から渡されたりすることが非常によくあります。
この落とし物の扱いを間違えると、後から『中身が足りない』とか『対応が遅い』といった大きなトラブルに発展してしまうので、法律で決められた正しいルールをここでしっかり覚えてください。 
落とし物のルールは、『どこで拾ったか』によってタイムリミットが大きく変わります。
ここが一番の間違いやすいポイントです。 
まず1つ目、『道路や公園といった、路上などの屋外で落とし物を拾った場合』です。 
この場合のルールは、【1週間以内】に、近くの警察署や交番に直接届け出なければいけない、と法律で決められています。
もしこれを過ぎてしまうと、拾った人の権利（お礼をもらう権利や、持ち主が現れなかった時に自分のものになる権利）がすべて消えてしまうだけでなく、最悪の場合は横領の罪に問われてしまうことすらあります。
ですから、屋外で拾ったら『1週間以内』、できればその日のうちに交番へ持っていくのが鉄則です。 

次に2つ目、これが私たち警備員にとって特に重要なのですが、『駅やデパート、店舗などの施設内で拾った場合』です。 
皆さんが商業施設の駐車場や、駅の敷地内、店舗の敷地内で落とし物を見つけた、あるいは預かった場合は、路上とはルールがガラッと変わります。
なんとタイムリミットは【1週間】ではなく、【24時間以内】にその施設の事務所や受付（施設占有者、店長など）に届け出なければいけません。
施設の中は屋外よりも持ち主が見つかりやすい場所ですから、一刻も早く施設の管理者に引き渡す必要があるんです。 
そして、届け出を受けたその施設の管理者（施設占有者、ここでは店長など）は、そこからさらに【1週間以内】に、まとめて警察署や交番に届け出なければいけないという2段階のルールになっています。 
このように、屋外なら1週間以内、施設内なら24時間以内、という明確な数字の基準があります。新人の皆さんが現場に出て『これ、どうすればいいんだっけ？』と迷わないよう、この『1週間』と『24時間』という2つの数字のルールは、今日ここで確実に覚えて帰ってください。


施設警備員以外の警備員の場合
【台本】「施設警備以外の警備員の場合」の深掘り解説
次に、今お話しした落とし物のルールを踏まえて、『私たちのように施設警備員以外の警備員（交通誘導など）が、現場で落とし物に対応する場合』の、極めて実戦的なお話をします。
ここ、実は現場で一番トラブルになりやすい落とし穴なので、全神経を集中して聞いてください。 
私たち交通誘導警備員も、道路や工事現場の周辺で仕事をしていますから、自分で落とし物を拾ったり、一般の歩行者の方から『これ落ちていましたよ』と届け出を受けたりする機会が本当にたくさんあります。 
もし、皆さんが自分自身の目で地面に落ちているのを見つけて拾った場合は、先ほど説明した通り、後日（1週間以内）に警察署や交番へ自分で届け出をすれば法律上何の問題もありません。 
しかし、本当に厄介で、トラブルの元になるのは、『一般の人が、わざわざ皆さんのところに落とし物を持ってきて、はい、これ預かって！と届けに来た場合』です。 
新人の皆さんは、親切心から『あ、分かりました！預かりますね』と受け取ってしまいがちですが……結論から言います。 
【原則として、一般の人から落とし物を届けられても、絶対に受け取らないでください】
これが鉄則です。 
えっ、冷たくない？と思うかもしれませんが、ちゃんとした理由があります。
もし、その一般道で拾ったという落とし物を皆さんが受け取ってしまうと、皆さんがわざわざ仕事終わりに自分の足で交番まで持っていかなければならず、余計な手間や負担がものすごく増えます。 
それだけならまだしも、一番怖いのは『中身のトラブル』です。
もし受け取った財布の中に、元々は5万円入っていたのに、届け出た警察署で『3万円しか入っていない。途中で警備員が抜いたんじゃないか？』と、あらぬ疑いをかけられてしまったらどうなるでしょうか。
せっかく親切で預かったのに、大トラブルに巻き込まれてしまいますよね。
私たちは警察官ではないので、一般の人から落とし物を『預かる理由』も『権限』も、基本的には全くないんです。 
ですから、現場で『これ落ちていました』と話しかけられたら、このように丁寧にお断りして、正しい場所へ案内してください。 
もし、一般の道路（一般道）で拾ったものだと言われた場合は、『ありがとうございます。ただ、恐れ入りますが私は警察の人間ではないため、トラブル防止の観点からお預かりすることができません。お手数ですが、あそこにある交番（または警察署）へ直接お届けいただけますでしょうか』と、警察へ行くようにお願いしてください。 
また、たまたまお店や何かの建物のすぐ近くで警備をしていて、『その施設の中で落ちていた物』を届けられた場合は、『ありがとうございます。それでしたら、あちらの施設の受付（またはお客様センター、事務所など）へ直接お持ちいただけますでしょうか』と、その施設の担当者に届けるようにお願いしましょう。 
さらに、お祭りやマラソン大会といったイベント会場の周辺であれば、『あちらのイベント本部や、会場のスタッフに直接お渡しいただけますか』と依頼してください。 
決して『意地でも絶対に受け取ってはいけない』という法律があるわけではありません。
ですが、皆さんの身を守るため、そして余計なトラブルや業務の手間を増やさないためにも、落とし物は『拾った本人が、直接正しい場所（警察や施設）へ届ける』のが一番確実で安全なんです。 
現場で話しかけられたら焦ると思いますが、笑顔で『警察（または施設・本部）へお願いします』と案内する。この大原則をしっかり覚えておいてください。


警察機関への連絡要領（110番通報）
【台本】「警察機関への連絡要領」の深掘り解説
では皆さん、次は現場での緊急事態に直結する『警察機関への連絡要領（110番通報）』について学んでいきましょう。 
ここからの内容は、ただ『知識として知っている』だけでは不十分です。
いざという時に、パニックにならず、一刻を争う状況で使えるようにするための心構えをお話しします。 
資料にはこうあります。 
『警備員は、業務の性質上、事件、事故等に遭遇する機会が一般人より多くなる場合が多いです』と。 
皆さんはこれから、車や不特定多数の人が激しく行き交う道路や現場に立つことになります。
そうなると、普通に生活している一般の人たちに比べて、目の前で車の接触事故が起きたり、ひき逃げを目撃したり、あるいは歩行者同士の激しいトラブルや喧嘩に遭遇したりする確率が、どうしても格段に高くなります。 
つまり、現場にいる私たちが『事件や事故の第一発見者』、あるいは『一番近くにいる目撃者』になる可能性が非常に高いということです。
その時に、警備員がオロオロして何もできないようでは、周りの人や被害に遭った方を助けることはできません。
だからこそ、資料の後半にあるこの言葉が重要になります。 
『警察機関への通報連絡を行うために、普段から警察機関等への通報手段について勉強して、訓練しておくことが大切です』。 
事件や事故が起きたとき、警察への通報は1分1秒を争います。
ですが、人間というのは不思議なもので、何の準備も訓練もしていないと、いざ目の前で大事故が起きた瞬間に頭が真っ白になってしまい、110番の3つの数字すらパッと押せなくなったり、電話がつながっても現場の住所が全く口から出てこなくなったりするものです。
そうならないために、私たちは『普段からの勉強と訓練』が必要なのです。 
『勉強』というのは、例えば『110番にかけたら、最初に警察から何を質問されるのか』、その報告すべき項目の順番をあらかじめ知っておくことです。
そして『訓練』というのは、現場に入ったら、ぼーっと立つのではなく、
『今ここで事故が起きたら、自分の携帯からどう通報するか』
『ここの住所や、警察に説明するための目印になる建物は何だったか』
と、毎日頭の中でシミュレーションをしておくことです。 
皆さんは現場において、一般の人から見れば『一番頼りになるプロの警備員』です。
いざという時に慌てず、迅速かつ正確に警察へ通報し、街の安全と人命を守るために、この通報の重要性をしっかり意識しておいてください。
警察機関へ連絡する際に報告すべき項目
【台本】「警察機関へ連絡する際に報告すべき項目」の深掘り解説
では、実際に110番通報をしたときに、『警察機関へ連絡する際に報告すべき項目』について具体的に説明します。 
いざ大事故や事件を目の前にして110番にかけると、誰でもものすごく焦ります。
ですから、資料にある通り、【通報する時には、事前に手元のメモ帳やスマホに伝える内容をパパッと書き出しておくなどの準備】をしてからかけるのが、一番確実でスマートなやり方です。 
警察に電話がつながると、担当の警察官から順番に質問されますので、皆さんは以下の項目を落ち着いて答えていってください。 
まず聞かれるのが、『事件や事故の概要、そして発生した日時と場所』です。『たった今、交差点の真ん中で車2台の衝突事故が起きました』というように、何が、いつ、どこで起きたのかを110番のオペレーターに真っ先に伝えます。 
次に、一刻を争うのが『被害の状況』です。
ケガ人がいるのか、意識はあるのか、動けない状態なのかといった『負傷者の状況や死者数』を伝えます。これによって、警察がすぐに救急車を何台手配すべきかを判断するため、極めて重要な情報になります。 
そして、警察官や救急車が迷わずに現場へ直行できるように、『現場の所在地や、分かりやすい目印』を教えます。現場の住所が分かれば一番いいですが、分からない場合は『〇〇交差点の南側』とか『〇〇スーパーの目の前の道路』というように、近くにある大きくて目立つ建物を伝えてください。 
さらに、通報しているのが誰なのかを確認するために、『連絡者の氏名と、今かけている連絡先（携帯電話の番号）』を求められますので、自分の名前と番号をハキハキと答えます。 
もし、それが事故ではなく悪質な事件だった場合は、『犯罪の種類』を伝えます。
『ひったくりです』『泥棒です』『殴り合いのケンカです』といった内容ですね。 
その際、犯人がまだ逃げていれば、『犯人の人相、服装、持ち物、そして逃走した方向』をできる限り詳しく伝えてください。
『年齢は30代くらい、黒いジャンパーにジーンズ、リュックサックを背負って、駅の方向へ走って逃げました』というように、目撃した特徴をそのまま話します。 
車やバイクで逃走した、あるいはひき逃げ事故だった場合は、『車両の色、型、そしてナンバー』が決定的な証拠になります。『白いワンボックスカーで、ナンバーは〇〇です』と伝えるわけですが、もしナンバーが全部覚えられなくても、『なにわナンバーだった』とか『後ろの数字は〇〇だった』という部分的な情報だけでも犯人逮捕の大きな手がかりになります。 
これだけの項目をパニックにならずに伝えるのは大変そうに思えますが、手元の警備メモに順番に書き出す準備をしておけば、驚くほどスムーズに報告ができます。現場での万が一の備えとして、この報告の引き出しをしっかり頭の中に作っておきましょう
警備員自身が事故の現場から直接連絡する場合
【台本】「警備員自身が事故の現場から直接連絡する場合」の深掘り解説
では皆さん、今確認した報告項目を踏まえて、実際に『警備員である皆さんが、事故の現場から直接警察に連絡をする場合』の、具体的な立ち回りについて解説します。
ここも現場でのリアルな判断が求められるポイントです。 
資料にはこうあります。 
『連絡は、迅速でなおかつ正確に行うため、現場から直接行うことが望ましいと言えます』と。 
万が一、皆さんの目の前で事故が起きてしまったら、一刻も早く警察に来てもらう必要があります。その際、わざわざ遠くにある現場事務所まで走って戻ってから電話をするのではなく、自分が今いるその場（現場）から、自分の携帯電話を使ってダイレクトに通報するのが一番ベストです。なぜなら、事故が起きたその瞬間、その場所から電話をかけた方が、『今、目の前で車がこうなっています！』『ケガ人がここに倒れています！』と、現場の生々しい状況を一番『迅速』に、そして『正確』に警察へ伝えることができるからですね。 
しかし、現場の状況というのはいつも理想通りとは限りません。
資料の後半も見てください。 『しかし、現場からの連絡手段がない場合もありますし、現場の状況によっては犯人に知られて逃走される可能性もあります。可能な限り現場付近から連絡するようにしましょう』。 
例えば、皆さんの携帯電話がたまたまバッテリー切れだったり、電波が届かないような地下や山奥の現場だったりして、その場から連絡する手段がどうしてもないケースも考えられます。
その場合は、近くにいる現場の作業員さんに『110番してください！』と大声で頼むか、近くの店舗の固定電話を借りるといった、別の手段を瞬時に考えなければなりません。 
また、事故ではなく『ひったくり』や『車上荒らし』といった悪質な事件だった場合、犯人がまだすぐ近くにいるかもしれません。そんな時に、犯人の目の前で堂々と携帯を取り出して『もしもし警察ですか！今ここに犯人がいます！』なんて通報をしたらどうなるでしょうか。通報されたことに気づいた犯人が、慌ててその場から全速力で逃走してしまう（逃走される）可能性が非常に高くなりますし、最悪の場合は皆さんが逆上した犯人に襲われてしまう危険だってあります。 
ですから、基本は現場から直接かけるのがベストですが、状況をよく見て、犯人に気づかれそうな時は少し物陰に隠れたり、数十メートルだけ距離を取ったりして、安全を確保した上で通報する工夫が必要です。 
大切なのは、自分の安全をしっかり守りながらも、無駄な時間を1秒も作らずに
【可能な限り、その現場のすぐ近く（現場付近）から素早く連絡を入れる】ということです。 
いざその場面に直面した時に、『今、ここで携帯を出して大丈夫か？』『連絡手段はあるか？』を冷静に判断できるよう、この現場からの通報のあり方をしっかりと頭に叩き込んでおいてください。
目撃者等からの連絡を受けて通報する場合

では皆さん、警察への通報に関する最後のポイントとして、『目撃者の方などから連絡を受けて、代わりに、あるいは一緒に通報をする場合』の対応についてお話しします。
ここ、実は現場の警備員の『対応力』が一番試される、とても大切な応用編です。 
現場の道路に立っていると、血相を変えた一般の歩行者やドライバーの方が走ってきて、『警備員さん！あそこの角でひき逃げがあったよ！』とか『向こうの路地で人が倒れてる！』というように、目撃したこと（目撃・伝聞）を皆さんに直接連絡してくる（訴えてくる）ケースがよくあります。 
新人の皆さんは、急にそんな重大な話をされたら自分自身もパニックになってしまうかもしれません。
ですが、資料にある通り、【まずは相手の立場に立って親切に接し、パニックになっているその人を優しく落ち着かせた上で、目撃した本人が直接警察へ連絡できるように配慮してあげること】が一番の理想です。 
なぜなら、事件や事故を自分の目で見た本人が直接110番で話した方が、『犯人の服は何色だったか』『車はどちらへ逃げたか』といった細かい状況を、警察に一番正確に伝えることができるからです。
皆さんが間に入って伝言ゲームをしてしまうと、情報が間違って伝わってしまうリスクがあります。
ですから、まずは『教えていただきありがとうございます。大変でしたね、大丈夫ですよ』と親切に声をかけて相手を落ち着かせ、『もしよろしければ、今から110番をかけますので、警察官に今の状況を直接お話しいただけますか？』と協力を仰いでみてください。 
そして、ここからが警備員としての本当のプロの動きです。 
資料の後半を見てください。 『本人が通報してくれる場合は、警備員はその場から離れず、住所や目印等答えられないような質問が来た場合にすぐ補足してあげられるよう待機をしておきましょう』。 
『目撃者のお客さんが自分で電話してくれたから、あとは任せて自分は元の誘導業務に戻ろう』と、その場を離れてしまうのは絶対にNGです。 
通報してくれている一般の方は、現場の詳しい住所や地名なんて知らないことがほとんどですし、パニックで上手く喋れない状態になっています。
警察から『今どこにいますか？近くに何が見えますか？』と質問されて言葉に詰まってしまったら、すぐ隣にいる皆さんの出番です。 
皆さんはその場から離れずにピタッと横に待機しておいて、住所を聞かれたら『〇〇市〇〇町の〇〇交差点です！』、目印を聞かれたら『〇〇スーパーの目の前の工事現場です！』と、横からすぐに大きな声で補足して（助け舟を出して）あげてください。 
一般の方を一人きりにせず、プロの警備員が隣に寄り添ってサポートしてあげるだけで、通報する側はものすごく安心しますし、警察への情報伝達も何倍もスムーズになります。 
現場で一般の人から事件や事故の報告を受けたら、まずは親切に受け止めて落ち着かせること。そして通報中もしっかり横について、住所や目印を補足する盾になってあげること。この素晴らしい連携ができるよう、しっかりイメージしておいてくださいね


交通誘導警備業務とは

さあ、皆さん。ここからは皆さんが実際に現場で行うメインの仕事、『交通誘導警備業務とは何か』という核心部分に入っていきます。
自分たちがこれから毎日何のために道路に立つのか、その目的をしっかり理解してください。 
資料には法律上の定義としてこう書かれています。 
『交通誘導警備業務とは、警備員が道路の工事現場や、建築現場、駐車場、事務所等において、道路工事等によって一般交通に及ぼす拡販の支障を軽減するとともに、一般車両や歩行者の通行の安全を図り、交通の渋滞や事故の発生を未然に防止することを目的として、人や車両の誘導を行う業務をいいます』。

※資料にある『拡販』は『円滑（えんかつ）』、『字の発生』は『事故の発生』の誤植ですね。これらを踏まえて、分かりやすい話し言葉に直していきます。
 
まず、私たちが配置される場所は、道路の工事現場や建物の建築現場、あるいは商業施設の駐車場や大きな事務所の出入り口など、本当に様々です。
こうした場所では、道路を塞いで工事をしたり、大きなトラックが何度も出入りしたりするため、どうしても普段通りのスムーズな通行ができなくなってしまいます。 
そこでプロである私たちの出番です。
私たちの最初の役割は、道路工事などによって『一般の交通に与えてしまう様々な大迷惑や支障を、できる限り減らしてあげること（支障を軽減すること）』にあります。 
そして、それと同時に最も大切なのが、そこを通りかかる『一般の車両や歩行者の皆さんの通行の安全を、絶対に守り抜く（安全を図る）』ということです。
皆さんの目の前を走る車、歩いているおじいちゃんや子どもたちが、現場のせいでケガをしたり危険な目に遭ったりしないよう、しっかりガードしてあげるわけです。 
これらを徹底した上で、私たちの誘導によって『車の流れをスムーズにして嫌な大渋滞を防ぎ、そして何よりも恐ろしい接触事故などの発生を“絶対に起こる前に防ぐ（未然に防止する）”』。これが、私たちが現場で人や車を誘導する最大の目的（業務）になります。 
皆さんが現場で行う『右よし！左よし！』という一つひとつの誘導の合図には、すべて『街の渋滞をなくし、人の命と安全を守って、事故を絶対に防ぐんだ』という非常に重く、そして誇り高い目的が込められています。 
ただなんとなく手を振るのではなく、自分がその場所の安全のコントロールタワーなんだという強い意識を持って、これからの実技訓練、そして実際の現場の誘導に臨んでください


交通誘導警備業務の意義

では皆さん、次は『交通誘導警備業務の意義』についてお話しします。
私たちが現場で人や車を誘導することに、社会的にどんな意味や価値があるのかをここで深く理解してください。 
資料には法律やルールの背景として、このようなことが書かれています。 
『駐車場や工事現場等の管理者は、当該事業等に関連して、交通の渋滞を発生させることのないように、保安員を配置するなどの措置を講じなければなりません』と。 
これはどういうことかというと、そもそも工事現場の監督さんや、大きな商業施設の経営者といった『現場の責任者（管理者）』というのは、自分たちの仕事のせいで周りの道路を大渋滞させたり、一般の人を危険にさらしたりしてはいけないという、法律上の重い責任を最初から背負っているのです。
ですから、本来であれば現場の会社が自分たちのスタッフを道路に立たせて、車を止めたり安全を確保したりする『保安の仕事』を自分たちでやらなければいけません。 
しかし、次の文章が私たちの存在価値（意義）になります。 
『しかし、車両等の誘導に関しては、工事現場等の管理者自らで行うよりも、専門の知識及び技能を有したプロの警備員に任せるほうが、より交通の円滑が図られ、高水準の安全が確保されることから、その事業を警備業者に委託することとなります』。
 
※資料にある『技能した』は『技能を有した』ですね。
 
現場の作業員さんは、工事や建築のプロであって、人や車を安全に裁くプロではありません。
もし、専門知識のない作業員さんがなんとなく道路に立って誘導をしたらどうなるでしょうか。合図が分かりにくくてドライバーが混乱し、大渋滞が起きたり、最悪の場合は大きな事故につながったりしてしまいますよね。
そこで、私たち警備会社の出番です。
私たちがこれからの研修で身につける、警察官顔負けの『専門的な知識』や『正しい誘導の技能』というのは、現場の人がやるのとは比べ物にならないくらい、車の流れをスムーズ（円滑）にし、街の誰もが安心して通れる『極めてレベルの高い安全（高水準の安全）』を作り出すことができます。
だからこそ、現場の会社はお金を払ってでも、その安全管理の仕事を私たち警備業者に『ぜひ任せたい！』と委託をしてくるわけです。 
資料の最後にあるこの一文を、誇りを持って聞いてください。 
『いわば事業主の業務の一部である保安の仕事を委託され、これを補完・代行する業務が交通誘導警備業務であるといえます』。 
私たちは、ただ現場のお手伝いとして道路に立っているのではありません。
本来なら現場の社長さんや監督さんたちがやるべき、最も重い責任である『命と安全を守る仕事（保安業務）』を、プロとしてバトンタッチされ、彼らの代わりにやり遂げる（補完・代行する）という、極めて重要なポジションを任されているのです。 
現場に行くと、監督さんから『警備さん、今日も安全を頼むよ』と声をかけられます。
それは、彼らの大切な現場の命運を皆さんに託しているということです。
私たちが現場に立つのは、お客様の責任をプロとして代行するためなんだ。この強いプライドと責任感を、明日からの現場でも常に胸に秘めておいてください。


交通誘導警備業務の重要性

続いて、資料の『交通誘導警備業務の重要性』についてお話しします。
私たちが現場で出すたった一つの合図が、どれほど社会に大きな影響を与えるのか、その重みをここでしっかり理解していきましょう。
資料にはこう書かれています。 
『交通誘導警備業務は、委託者ばかりでなく、一般の歩行者や車両もその対象とします。したがってひとたび誘導ミスを原因とする交通事故が発生すると、たとえそれがどんな軽微な事故であっても、その解決や事後処理は複雑困難となるばかりではなく、社会に及ぼす影響も非常に大きいと言えます』
私たちの仕事の対象は、お金をくれる現場のお客様（委託者）だけではありません。
目の前の道路を走る車や、歩道を歩く一般の歩行者全員が、私たちの警備の対象です。
だからこそ、私たちの『たった一瞬の誘導ミス』で交通事故が起きてしまったら、本当に恐ろしいことになります。
それがたとえ、車にちょっと傷がついた、かすり傷を負わせた、というような『軽い事故（軽微な事故）』だったとしても、警察の現場検証が始まり、工事はストップし、何より
『誰の合図が悪かったのか』
『ドライバーの不注意か』といった、その後の話し合いや責任の押し付け合い（事後処理）が、ものすごく複雑で面倒なことになります。
それだけでなく、現場周辺は大渋滞になり、バスや物流が止まり、ネットやニュースで叩かれるなど、社会全体に与える大迷惑（社会に及ぼす影響）は計り知れません。
だからこそ、次の文章にある心構えが、私たちに求められるのです。 
『したがって、交通誘導警備業務に従事する警備員は、関係の知識や能力に裏付けされた誘導技術をしっかりと身につけておくとともに、誘導を受ける方の自発的な協力が得られるように、常時、感謝の気持ちと態度で接し、適正な業務の実施を心がけることが大切です』

※資料にある『誘導を受ける個』は『誘導を受ける方の』ですね。

まず、皆さんがこれからの研修で、しっかりとした知識と技術を体に叩き込むことは大前提です。しかし、それだけで車は止まってくれません。
なぜなら、私たちの合図には警察官のような『法的な強制力』がないからです。
ドライバーや歩行者の方が『警備員さんが止めてくれたから、協力してあげよう』と、『自発的に協力』してくれて初めて、安全な誘導が成り立ちます。
だからこそ、私たちは現場で偉そうな態度を取るのではなく、常に『ご協力ありがとうございます』という『感謝の気持ちと態度』を、姿勢や綺麗な一礼で示し続けなければいけないのです。
最後に、この仕事が国からどれほど重要視されているか、最後の文章を見てください。 
『また、交通誘導警備業務の中でも、高速道路や、自動車専用道路、都道府県公安委員会が必要と認めた交通誘導警備業務に関しては、定められた人数の検定合格警備員を配置してその警備業務をしなければならないとされています』。
特にスピードが出る高速道路や、事故のリスクが非常に高い重要な路線などでは、国家資格を持った『検定合格警備員』を絶対に配置しなければいけない、と法律で厳しく定められています。それだけ、交通誘導という仕事は、プロフェッショナルな能力が必要とされる重要な業務なんです。
皆さんがこれから行う仕事は、ただ旗を振る仕事ではありません。
社会のインフラを守る、極めて重要な責任を背負っているんだというプライドを持って、日々の業務に臨んでいきましょう。


雑踏警備業務とは

さあ、皆さん。続いては交通誘導と並ぶ私たちの大きな柱、『雑踏警備業務（ざっとうけいびぎょうむ）』のパートに入っていきましょう。
これまでは『車と人』の安全でしたが、ここからは『押し寄せる大群衆』の命を守る、非常にダイナミックで重要な仕事のお話です。
資料にはこのように書かれています。 
『「雑踏警備業務」とは、イベント会場や、コンサート、マラソン、野球やサッカー等の競技など、大勢の人間が集合する催しもの等の会場や、その周辺で、警備員が一般交通に及ぼす様々な支障を軽減するとともに、参集する多数の群衆の通行や観覧に際し、その秩序を維持し、群衆の安全を図り、負傷等の事故の発生や周辺交通の渋滞を未然に防止することを目的として、群衆の誘導・規制等の整理を行う業務をいいます』

※資料にある『一般交遊』は『一般交通（いっぱんこうつ）』の誤植ですね。

皆さんも、大好きなアーティストのコンサートや、地元の花火大会、あるいはサッカーや野球の試合などに行ったことがあると思います。
あの時に、何万人もの人が一気に一箇所に集まる状態、これを『雑踏』と呼びます。
これだけ膨大な人数が集まると、会場の周辺道路は大混雑して、一般の歩行者や車が全く通れなくなってしまいます。
私たちの最初の役割は、そうしたイベントによって『一般の交通に与えてしまう大迷惑や支障を、できる限り減らしてあげること』です。
そして何より大切なのが、楽しみに集まった『お客さん（群衆）の安全を絶対に守り抜く』ということです。
大勢の人が移動するとき、もし誰かが将棋倒しになったり、パニックが起きたりしたら、命に関わる大事故になってしまいます。
だからこそ、私たちが前に立って『列の秩序をピシッと維持』し、お客さんが安全に歩いたり観たりできるようにコントロールするわけです。
皆さんの適切な声かけや誘導によって、『ケガ人などの恐ろしい事故を絶対に起こる前に防ぎ、周辺の交通渋滞も未然に防止する』。
そのために群衆を誘導したり、時には入る人数をコントロール（規制）したりする仕事が、この雑踏警備業務の目的になります。
後半の文章も続けて見ていきましょう。
『催事等主催者は、当該事業等に関して、群衆等に負傷者等の事故が生じることのないように、所要の誘導員を配置するなどの措置を講じなければなりません。しかし、ひとや車両等の誘導に関しては、主催者自らで整理員等を配置して行うよりも、専門の知識及び技能を有したプロの警備員に任せるほうが高水準の安全が確保されることから、その業務を警備業者に委託することが多いです。このように、主催者等の業務の一部である保安業務を委託され、これを補完・代行する業務を雑踏警備業務といいます』
これも先ほどの交通誘導と同じで、本来はお祭りの実行委員会や、イベントを企画した主催者が、お客さんにケガをさせないように自分たちでスタッフ（整理員）を配置して守る義務があります。
しかし、アルバイトのイベントスタッフさんでは、何万人もの興奮した群衆を安全にコントロールする方法なんて分かりませんよね。
もし誘導を間違えれば、それこそ歴史に残るような大事故を招きかねません。
そこで、私たちプロの出番です。
私たちがこれからの研修で学ぶ『群衆心理の知識』や『正しい規制の技能』というのは、ただのスタッフがやるのとは比べ物にならないくらい、確実で『レベルの高い安全（高水準の安全）』を作り出すことができます。
だからこそ主催者は、大切なイベントの命運を私たち警備会社に『ぜひ任せたい！』と委託をしてくるのです。
つまり私たちは、イベントの主催者から最も重い責任である『命と秩序を守る保安の仕事』をバトンタッチされ、彼らの代わりに命がけでやり遂げる（補完・代行する）という、極めて誇り高いポジションを任されています。
皆さんがイベント会場でかける『ゆっくり進んでください！』『前を押さないでください！』という一言一言には、その場にいる何万人もの命を預かる重みがあるんだということを、しっかり胸に刻んでおいてくださいね


雑踏警備業務の意義

では皆さん、今説明した雑踏警備が、社会的にどれほど大きな意味を持っているのか、『雑踏警備業務の意義』について掘り下げていきましょう。
ここを理解すると、現場で皆さんが発する『一言』の重みが全く変わってきます。
資料にはこのように書かれています。 
『雑踏警備業務は、参集する多数の群衆を対象としています。ひとたび警備業者や警備員または警備計画等のミスを原因とした事故が発生してしまうと、たとえそれがどんなに軽微な事故であっても、その解決や事故処理は複雑困難となるばかりではなく、社会に及ぼす影響も非常に大きいです』
私たちの目の前にいるのは、何千人、何万人という、ものすごい数の『大群衆（人命）』です。 だからこそ、もし私たち警備会社や、現場に立つ警備員、あるいは事前に立てた警備計画にたった一つでも『ミス』があり、それが原因で事故が起きてしまったら、本当に取り返しのつかない大惨事になります。
過去の歴史を振り返っても、花火大会やイベントでの歩道橋の事故など、警備のミスや誘導の遅れが原因で、多くの尊い命が失われた悲しい事故が実際に起きています。
大群衆が一度パニックを起こしてしまうと、誰にも止められません。たとえそれが『誰かがちょっと転んだだけ』という『軽い事故（軽微な事故）』であっても、後ろから次々と人が押し寄せて一瞬で将棋倒しに発展してしまいますし、その後の責任問題や事故処理は信じられないほど複雑で困難になります。
当然、楽しかったはずのイベントは台無しになり、ニュースで連日報道され、社会全体に与える大迷惑とショック（社会に及ぼす影響）は計り知れないほど大きいのです。
このような最悪の事態を絶対に起こさないために、次の文章にある心構えが必要不可欠になります。
『雑踏警備業務に従事する警備員は、関係の知識や能力に裏付けされた誘導や規制等の警備技術をしっかり身につけておくとともに、規制等を受ける側の自発的な協力が得られるように、常時、感謝の気持ちと態度で接し、適正な業務に実施に当たることが大切です』

※資料にある『広場や規制等』は『誘導や規制等（ゆうどうやきせいとう）』の誤植ですね。

まず、皆さんがこれからの研修で、大群衆を安全にコントロールするための正しい知識や『規制の技術』をしっかりと身につけることは絶対に欠かせません。
しかし、技術だけでは何万人もの人は動かせません。
イベントに来ているお客さんは、みんな楽しみにやってきています。
それなのに、警備員から上から目線で『そこ止まれ！』『入るな！』と高圧的に言われたら、誰だって嫌な気持ちになりますし、『なんだよ！』と反発したくなりますよね。
私たちの合図には警察官のような強制力はありませんから、お客さんが『警備員さんが言うなら、安全のために従おう』と、『自発的に協力』してくれて初めて、全体の秩序が守られるのです。
だからこそ、私たちは常に『ご協力ありがとうございます』という『感謝の気持ちと、誠実な態度』を絶対に忘れてはいけません。
笑顔や丁寧なアナウンスで接することで、お客さんも笑顔で協力してくれるようになり、それが一番の安全につながるのです。
最後に、この仕事の責任の重さについて、国のルールを見てみましょう。 
『また専門の知識及び能力を要し、かつ、事故が発生した場合には、不特定または多数の者の生命、身体または財産に危険を生ずるおそれのある雑踏警備業務については、一定の基準で検定合格警備員を配置し、当該警備業務を実施させなければいけません』。
法律でもはっきりと定められている通り、万が一事故が起きたときに、あまりにも多くの人の命や身体に危険が及ぶような重要な雑踏警備（大きなお祭りや大規模なイベントなど）では、国家資格を持った『検定合格警備員』を決められた基準で絶対に配置しなければならないルールになっています。
それほど、国からも『命に直結する、極めて専門性の高い仕事』として重要視されているわけです。
皆さんがイベント会場で広げるその『一本の規制ロープ』、そして呼びかける『その一言』には、何万人もの笑顔と命を守るという、とてつもなく大きな意義と責任があります。
プロの警備員としての誇りを持って、誠実で適正な警備を一緒に実践していきましょう。


警備員の基本動作

さあ、皆さん。続いては警備員のすべての動きの土台となる『基本動作（きほんどうさ）』のパートに入っていきましょう。
資料にはこう書かれています。 
『警備員の基本の中に「基本動作」というものがあります。基本動作は警備業務の根幹であるため、正確に身に着けておく必要があります』。
『基本動作』というのは、いわば私たちの『姿勢』や『礼儀』のルールのことです。
なぜこれをわざわざ訓練するのかというと、これが警備業務のすべての根幹、つまり一番大切な土台だからです。 
先ほどからお話ししている通り、私たちは周囲の人から『プロ』として見られています。
その警備員の立ち姿がフニャフニャしていたり、お辞儀がダラダラしていたりしたら、誰も信用してくれませんよね。
これから説明する動作を『正確に』体に叩き込んで、誰が見ても『おお、カッコいいな、頼もしいな』と思える美しい動きを身につけましょう。
では、具体的な5つの動作を順番に解説していきます。

まず1つ目は、すべての始まりとなる『気を付け（きをつけ）』です。 指導員から『気を付け！』という号令がかかったら、すぐに体をピシッと緊張させます。 足元は、両方のかかとをピタッとくっつけて、つま先は約45度に開きます。それと同時に、両手は体の横（脇）にまっすぐ付け、指をきれいに伸ばして、ちょうど中指がズボンの縫い目のあたりに来るようにセットしてください。顔はあごをグッと引き、頭と首をまっすぐに保って、口を真面目に閉じ、前方をじっと直視します。これがすべての基本姿勢になります。

2つ目は、体を少しリラックスさせる『休め（やすめ）』です。 『休め！』の号令がかかったら、パッと左足を左側へ約20センチ開き、体重がどちらか一方の足に偏らないよう、左右の足に平均にかけるようにして立ちます。 と同時に、両手は体の後ろ（背中側）に回して、ズボンのベルトの中央あたりで重ねて組みます。このとき、手のひらは後ろ（外側）に向けて開き、左手の親指と4本の指を使って、右手の甲と4本の指をふんわりと軽く握り、両方の親指をバツ印のように交差させます。ただダラッと休むのではなく、後ろ手もきれいに形を作るのがプロの『休め』です。

3つ目は、敬意を表す美しい動作、『敬礼（けいれい）』です。 『敬礼！』の号令とともに、まずは敬礼する相手（お客様や上司など）の方へしっかり顔を向けます。そして右手をサッと上げ、指を隙間なくピタッと接して伸ばし、人差し指と中指の2本を、かぶっている帽子のつばの右端にピシッと当てます。 このとき、手のひらは少しだけ外側（相手側）に向け、右のひじは肩の方向へ、ほぼ肩と同じ高さになるまでピンと上げましょう。動かさない左手は、気を付けのときと同じように、ズボンの縫い目に沿ってまっすぐ下ろしておきます。

4つ目は、方向転換の基本である『右向け右（みぎむけみぎ）』です。
 ※資料の記述順が前後していますが、分かりやすく動きの順番通りに解説しますね。 

『右向け右！』の号令がかかったら、右へ90度向きを変えます。このとき、左のかかとと、右のつま先を、ほんの少しだけ地面から浮かせます。そして、左足の親指の付け根のふくらみ（母指球）にグッと力を加え、右足のかかとをコマの軸のようにお手本にして、クルッと右へ90度回転します。回転が終わったら、後ろに残っている左足を、右足へピタッと素早く引き付け、最初の気を付けの姿勢に戻ります。

最後5つ目は、真後ろを向く『回れ右（まわれみぎ）』です。 『回れ右！』の号令がかかったら、180度後ろを向きます。まず、右足のつま先（足先）を、自分の斜め後方へスッと引きます。そして、自分の体重をしっかりとかけた両方のかかとを軸にして、その場でグルッと180度右回りに回転します。回りきったら、後ろにある右足のかかとに、左足をピタッと引き付けて、正面を向いて気を付けの姿勢を取ります。 ※資料の「右向け右」と「回れ右」の説明文の中身が、一部お互いに引っかけのように入れ替わってしまっていますが、「90度回るのが右向け右」、「180度後ろを向くのが回れ右」です。

これらの動作は、言葉で聞くと少し複雑に感じるかもしれませんが、何度も繰り返し体で動かしていくうちに、意識しなくても勝手にピシッと動けるようになります。これからみんなで一緒に声を出して、実際に体を動かしながら練習していきましょう。

